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修学旅行報告その２ 
６月３日（土）９：０４。「

」。（学年主任による配信メールより） 

持参したお金でお土産等を買えるのはこの散策時間だけでした。大きな大きなサングラスや鹿の飾りも

の、T シャツなどを買ってそれぞれ身に着けたり、ジェラートなどを口にしたりしながら、楽しく穏やか

に散策の時間を過ごしていた様子の生徒でした。予定された時間を少し過ぎての集合となりました。初め

て行く土地で、集合場所がどこなのか、あるいはどれくらいの時間がかかるのか難しいところもあったと

思います。集団での行動にあたり再確認を要した活動でもありました。 

１１：５０。「

」。（同上） 

１７：５４。「

」。（同上） 

昼食会場の安芸グランドホテルからバスに乗り、途中休憩も入れながら鳥取県倉吉市に着きましたが、

道中、体調不良生徒の対応等もあり、民家泊体験先の方々と初めてお会いする「入村式」を始めたのは、

１６：４０頃でした。長い時間のバス移動はたいへんだったろうと思います。３８の「家族」に連れら

れ、それぞれの民泊が始まりました。関金温泉のまちということで、すぐに温泉に入った人やＢＢＱを楽

しむ人もいたようでした。私たち教員は夕食後、いくつかの民家を訪問し生徒の様子を伺いました。それ

と同時に、発熱や頭痛等の体調不良の生徒の診察のため救急医療機関に行ったり、教員本部宿舎で生徒看

護にあたったりしていました。現地のコーディネータさんはたいへんに親身になって対応をしてください

ました。感謝しかありません。丘の上に位置する宿舎には、眼下の田んぼにたたずむ蛙の合唱が聞こえ、

また、澄んだ空気の空にはたくさんの星がきれいに見える、そんな倉吉市の夜でした。生徒の皆さんはど

んな夜を過ごしたのでしょうか。 

６月４日（日） 夜が明けると、私たちは体調不良生徒の医療機関への受診あるいは民家での活動の様子

を伺いに東へ西へと駆けるようでした。玉ねぎの収穫や薪割りの体験をした人もいたと聞いています。 

１０：００。「

」。（同上） 

１３：５６。「

」。（同上） 

本当に温かく受け入れてくださったことは、退村式の様子ではっきりと伝わってきました。「鳥取にひと

つ家族が増えた、と思ってください」と話された言葉が忘れられません。 

退村式を終え、念のため、体育館のトイレに行きました。男子トイレの入り口にある数足のスリッパが

きちんと揃えられた状態でトイレ使用者を待っていました。バスを見送るために倉吉市の人たちは体育館

の前にいらっしゃいましたから、『これはきっと、バス乗車前にトイレを使った本校生徒たちが並べて去っ

たのだろう』と私は思いました。すてきな３年生だと改めて感じていました。 

１６：０２。「

」。（最後の配信メールより） 

生徒の皆さんはどんなシーンが最も印象に残ったのでしょうか。もし、今回、お休みだった生徒も参加

できて全員がそろっての行事だったなら、もっとすてきな景色を見ることができたの

ではないだろうか。   

いろんな人たちのおかげでこの修学旅行は成立しました。いろんな人たちに深く感

謝を申し上げます。何より、平和の意味を考え、「平和」を実践できる人に育ってほ

しいと強く願います。平和の種をもらい、持って帰りました。それを蒔いたり伝播し

たりしながら、蒔かれた場所で、花を咲かせ平和の実がなる、そう願っています。 
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